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１．はじめに 

 著者らの一部は，1992～1995年にかけて石川県内の廃材運

搬用の道路切土法面において採取した試料を用いて各種の

室内試験を行い，空気と接触してからの日数の経過にともな

って土のpHが低下することやpHとコンシステンシー限界，

締固め特性，強度，変形特性との間にそれぞれ密接な関係が

あること，さらに，酸性移行速度が積算温度を導入した簡便

な方法により評価できることなどを明らかにしてきた1)～4)。 

 このような土に関連して，最近，北海道の農地に酸性硫酸

塩土壌が出現し，その位置の公開も含めて研究成果5)が報告

されている。 

 酸性硫酸塩土壌は，日本の国内はもとより海外にも広く分

布しており，この土の特性を明らかにするためには体系的な

取り組みが必要不可欠である。 

 著者らの一部は，現在，新潟県の酸性硫酸塩土について検

討を行っているが，さらに大分県においても同様の性質を有

する土が存在していることが明らかとなってきた。 

 そこで，本研究では，石川県と新潟県で確認された酸性硫

酸塩土のpH特性を示すとともに，今回新たに大分県内で確

認された酸性硫酸塩土の基本的性状について検討を行った

のでその結果について述べる。なお，「酸性硫酸塩土」には，

「火山性」と「化石性」の2種類があり6)，大分県には「火山

性酸性硫酸塩土」として，別府市明礬地すべり地での「温泉

余土」が存在する。そこで，両者を区別するために，本研究

で用いる酸性硫酸塩土を「化石性酸性硫酸塩土」と称するこ

とにする。 

２．石川県と新潟県で確認された化石性酸性

硫酸塩土の pH 特性 
 図-1は，石川県における化石性酸性硫酸塩土のpHの推移

を保存温度ごとに示したものである。図より，採取直後の

pH は 6.5 程度の中性を示しているが，空気と接触した

後，pH は低下し，28 日で pH3.7 まで減少している。

さらに，その後も pH は徐々に低下し，360 日で pH3

程度となっていることがわかる。ここで，この土の pH

を文献 7)の分類に当て嵌めたところ「極強酸性土」となっ

た。一方，pH の低下傾向には保存温度が影響している

ことがわかる。 

 ここで，化石性酸性硫酸塩土がpH3の「極強酸性土」とな

った理由として，当初は土中においては空気から隔絶されて

いたが，土中に含まれていたと考えられる黄鉄鉱（パイライ

ト，FeS2）と空気とが接触し，次式(1)に示すような化学反応

が進行して硫酸イオンが生成され，結果として土の酸性化が

進行したものと考えられる1)～4)。 
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 図-2は，新潟県における3種類（新潟A，B，C）の化石

性酸性硫酸塩土の pH の推移を示す。なお，新潟 A，B，C

ともに同じ場所からの採取であることを確認している。 

 図より，初期pHは新潟A，B，Cともに8程度であるが，

新潟A はpH が徐々に低下し，160 日でpH=3，新潟Bは急

激にpH が低下し，50 日でpH=3，新潟CはpH の低下はほ

とんど認められないことがわかる。 

 以上の結果より，化石性酸性硫酸塩土の初期のpHや空気

0 120 240 360 480 600 720 840 960
2

4

6

8

10

経過日数（日）

pH
(H

2O
)

○　新潟A
△　新潟B
□　新潟C

 

図-2 空気と接触後，室内での静置日数の経過にともなう
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図-1 空気と接触後，恒温器内での静置日数の経過にとも

   なう化石性酸性硫酸塩土の pH の推移（石川県） 



と接触後の酸性化の進行状況は採取地点（石川県，新潟県）

によって大きく異なることが明らかとなった。 

３．大分県内の化石性酸性硫酸塩土から構成

された切土法面土の基本的性状 

 今回，大分県内の切取り工事現場において，酸性硫酸塩土

が確認されたことより現地調査を行った。写真-1は，現場の

全景を示しており，当該現場は，道路を構築するために切取

りを行ったものである。現場を確認して最初に感じたことは，

暗灰色の法面に草がまったく生育していないことである。参

考までに，法面の土壌硬度指数を測定したところ30mmとい

う結果が得られ，この点も植生が不良である原因のひとつと

考えられる。次に，法面に施工された側溝のコンクリートが

茶褐色に変色していることがわかった。現在，工事の途中で

あることから側溝が未接続のため，側溝に溜まった水のpH

を原位置においてpHメータにより測定したところ，

pH=3.0となった。また，法面土の一部から採取した少量の試

料に水を加えて作成した懸濁液のpHを原位置において測定

した結果，pH=3.0となり，「極強酸性土」7)であることが明

らかとなった。 

 これより，今回，大分県で確認された法面土は石川県や新

潟県で確認された化石性酸性硫酸塩土と同様の性質を有し

ているものと推察される。 

 この点をさらに詳細に調べるために，掘削途中の2箇所の

地山（写真-1参照）から試料を採取し，室内に持ち帰って基

本的性状を求めた（表-1）。表より，pH(H2O)は3.3～3.4，

電気伝導率は153～283mS/mとなった。また，pH(H2O2)

は2.1～2.4となり，3.5以下であることから酸性硫酸塩

土と判定される。 

 図-3 は，石川県で得られた電気伝導率と強熱減量

Li との関係に大分県の測定結果を加えたものである。

図より，電気伝導率と強熱減量との間には比較的相関

性の高い関係が認められる。 

 南坂ら 8)は，大阪層群の土層構成を調査し，電気伝

導率と強熱減量（対数目盛）との間には正の相関性が

あることを報告しており，大分県の酸性硫酸塩土もほ

ぼ同様の性状が得られたことになる。 

４．まとめ 
 本研究では，石川県と新潟県で確認された化石性酸性硫酸

塩土の採取後の日数の経過にともなうpHの推移を述べると

ともに，大分県内で確認された化石性酸性硫酸塩土の基本的

性状について調べた。このような土は，九州をはじめとして

全国さらには海外においても存在しており，今後，詳細な検

討が必要となるであろう。 
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写真-1 化石性酸性硫酸塩土が確認された現場（大分県）
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図-3 電気伝導率と強熱減量との関係（石川県，大分県）

表-1 原位置採取土の基本的性状（大分県） 

試料採取位置 地山 A 地山 B 
自然含水比wn (%)    36.4    38.7 
pH(H2O)      3.3     3.4 
pH(KCl)      3.0     2.9 
pH(H2O2)      2.4     2.1 
電気伝導率 (mS/m)   283.0   153.0 
強熱減量 Li (%)     8.8    10.2 

試料採取位置 
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